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「天護風雷」取付要領書 / 取扱書 追補版
取付要領書および取扱書の記載に変更があります。

本書の内容をよくお読みいただき、作業していただきますよう、お願いいたします。

・ 適合ボルトの要件を変更します。

・ 送信機の取り付け方法の補足情報を追加します。

　‐合いマークが無い場合（1 回目の取り付け時）：指標を基準にして取り付けてください。

　‐合いマークがある場合（2 回目以降の取り付け時）：合いマークを基準にして取り付けてください。

・ 取付要領書 p.2：「適合車種および取付条件」、「取り付け上の注意事項」

・ 取付要領書 p.12：「送信機の取り付け」手順 5

・ 取扱書 p.13：「送信機を取り付ける」手順 5

ホイールナットからのホイールボルトの出代を、「4mm 以上 18mm 以下」から「5mm 以上 18mm 以下」に 
変更します。

・ 取扱書 p.3：「安全上のご注意」-「使用上の注意事項」

変更概要

適合ボルトの要件

送信機の取り付け方法

該当箇所

該当箇所

変更内容

ホイールナットからの 
ホイールボルトの出代

4mm 以上

18mm 以下

4mm以上
18mm以下

5.  「送信機の六角形の向き」を、 
「ホイールナットの向き」に合わせる

	手順 3 で覚えた向きに合うように、送信機を反時計回りに

回します。

	反時計回りに回す量は 90°以下にしてください。 
（90°よりも多く回すと、送信機が外れるおそれがあります） ホイールナットの

向きに合わせる

裏面の「補足内容」の内容を、動画でもご覧いただけます。

https://www.tokai-rika.co.jp/products/tengofurai/

補足内容については、裏面をお読みください。
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補足内容
「送信機の六角形の向き」を「ホイールナットの向き」に合わせる際の、留意点を補足します。

＜指標がついている辺をホイールの中心に向けられないときは＞ 
　送信機を反時計回りに回して、「ホイールの中心からの延長線が指標の間に入る」ようにしてください。

位置 A に取り付ける場合

位置 A に取り付ける場合

【ディスクホイールと送信機間の合いマークが無い場合（1 回目の取り付け時）】

指標がついている辺を、ホイールの中心に向けてください。

【ディスクホイールと送信機間の合いマークがある場合（2 回目以降の取り付け時）】

直前の手順（手順 4）が完了した時点で、合いマーク同士が 30°以内にあることを確認

してください。30°以内にない場合は、送信機を反時計回りに回して調整してください。

・ 送信機には、向きを合わせるための指標（2 つ）がついています。

送信機に指標がついていることを、必ず確認してください。

・ 「送信機を反時計回りに回す量」は、「直前の手順（手順 4）が完了時の向きから 360°未満」

にしてください。360°以上回すと、送信機が外れるおそれがあります。
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